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Topics i n KIKAIJIMA

また　うも～りよ～

　ル・ソレアル　2 度目の寄港

ポナン社が所有するクルーズ船、ル・ソレアルが５

月 26 日午前６時頃寄港した。今年３月 29 日の

初寄港以来２回目となった。同船の今回の航程は、博多

～鹿児島～屋久島～古仁屋～喜界～下甑島～上五島（長

崎）～済州島（韓国）～博多となっている。

　接岸後、乗客はバスに乗ってハワイビーチやサトウキ

ビの一本道、百之台公園展望所を巡る約 3 時間の島内

観光をしたり、レンタサイクルを利用しそれぞれ観光す

る方も見られた。

　会場では、黒糖や焼酎、その他特産品の物産展も開か

れ、盛り上がりを見せた。

　出港に向け準備を整える中、午後１時頃から演芸が始

まり、安田博樹さんの島唄、土岐宏大さんのオリジナル

ソング、エイサーとフラダンスが披露され、安田さんの

演奏に合わせて踊りが披露されると、船上でも同じよう

に踊る方も見られた。

　そして、午後２時

頃、次の目的地、下

甑島に向け同船は喜

界を後にした。

令和 5 年春の叙勲（農林水産省関係）

　岩下雅一郎さんが旭日双光章受章
新極真会喜界道場

　奄美空手道選手権で入賞者多数

第24 回オー

プ ン ト ー

ナメント奄美空

手道選手権大会

が、 ５ 月 ４ 日

奄美体験交流館

（住用町）で開

催され、新極真

会喜界道場の結

果は以下のとおり。

●組手部門

小 学 １ 年 女 子 の 部　　優 勝　吉山美海

小 学 ２ 年 女 子 の 部　　準優勝　砂川霖惠

小 学 ４ 年 男 子 の 部　　第 3 位　吉山茶琉

小 学 ６ 年 男 子 の 部　　第 3 位　久保喜代人

女子ライトコンタクト　　優 勝　芝山里央（高２）

シ ニ ア 男 子 の 部　　優 勝　林浩之

一 般 上 級 の 部　　準優勝　芝山かずや（高３）

●型部門

高 校 生 男 女 の 部　　準優勝　芝山里央

提供写真

国は、顕著な功績を挙げた者を表彰しており、岩下雅

一郎さん（坂嶺・70 歳）が旭日双光章を受章した

ことを、5 月 26 日町長に報告した。

　岩下さんは平成 5 年に本町で初めてハーベスターを試

験導入し、その後、キビ生産の機械化一貫体系を確立。そ

の先進的な取り組みは、当時は全国的にも例が少なく、県

内のみならず沖縄県にも波及。さらに、県の指導農業士や

各種団体役員を担い、後継者育成や環境保全などあらゆ

る分野で貢献してきたことなどが、今回の受章理由となる。

　受章を岩下さんは「導入事業を活用することで一定の

手応えを掴んだ。これまであらゆる課題はあったが、努

力することで解決できると考えて一歩踏み出してきたこと

が、今回の受

章に繋がった

と思う。また、

長年支えてく

れた家族にも

感謝。」と振り

返った。

岩下さんと奥さんの正惠さん
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横断は　しっかりよく見て　確かめて

　春の全国交通安全出発式

春の全国交通安全運動の出発式が５月 10 日役場敷

地内で、町、警察、交通安全協会、安全運転管理

協議会関係者ら参加のもと行われた。

　式では、幹部派出所の袰
いやたに

谷所長が「今後、観光客の増

加に伴い、中には運転に不慣れな観光客が来ることが予

想される。そのため、われわれ島民が観光客に事故を起

こさせない意識を持ち、譲り合いの精神で安全運転に務

めましょう。」と挨

拶した。

　その後、交通安全

呼びかけのアナウン

スやのぼり旗設置の

ため出発した。

喜界町地域女性団体連絡協議会

　通常総会開催

喜界町地域女性団体連絡協議会（宜名真孝子会長）通

常総会が５月 21 日、自然休養村管理センターで行

われ、集落会長ら約 60 名が出会した。

　当日は来賓祝辞の後、昨年度まで役場で勤務していた吉

田圭志さんによる「ジオパークって？」と題した講話があり、

町が令和６年度の認定に向けて進めているジオパークにつ

いて、スライドや模型を使った話があった。

　その後は昨年度の事業報告や今年度の事業計画につい

て協議がなされ、会は終了。

　終了後には、町夏祭りと町民体育祭で披露する、恒例の

「新喜界音頭」と「喜界やよい島」の踊りの練習もあった。

喜界町長寿会連合会

　通常総会開催

町長寿会連合会（金久誠次会長）は５月19日、自然休

養村管理センターで令和５年度の通常総会を開催し、

会員約130 名の出会があった。

　会では先に功労賞贈呈が行われ、故・開悦夫さん（前会長）

の全国老人クラブ表彰の他、功績顕著な方々への県や町から

の表彰状が金久会長から授与された。その後、令和４年度決

算等の報告と今年度の事業計画の協議へ移った。

　そして、町 ALT のワン・エイダン・トモカズさんによる『私

が見た喜界島』と題した講話があり、「飛行機から見た島がカ

ラフルで印象的だった。そんな島でたくさんの人たちと交流す

る中で、音楽に興味を持ち、楽器を学んでいる。」と話し、講

話の中で、尺八、三線などを演奏。そして、ニュージーラン

ド出身ということで、民族舞踊の「ハカ」も披露された。

　会は、喜界事務所の太利所長の万歳三唱の後、終了した。

金久会長 トモカズさん

受賞者は以下のとおり（敬称略）
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喜界町シルバー人材センター

　通常総会開催＆グラウンドゴルフ

一般社団法人喜界町シルバー人材センターの通常総

会が５月 24 日役場多目的室において開催された。

　令和４年度は樹木の伐採や公衆トイレの清掃、漂流

物の撤去作業などで、契約（受託）数が 1,800 件余り、

契約金額は 5,300 万円超となった。その報告に加え、

決算報告等と今年度の事業計画が協議された。

　その後、喜界消防分署の署員による『救急時の応急処

置について』と題した講話があり、本町では年間、熱中

症によるものと作業時の怪我による出動が、それぞれ約

10 件あること、熱中症は高齢者や乳幼児が発症しやす

いが、誰の身にも起こり得ること、暑さに慣れるためエ

アコンを適正に利用することなどが語られた。万が一、

熱中症になった場合は、大きい血管が通っている両脇や

そけい部（足の付け根）、首の後ろを冷やす事が大事と

のこと。さらに、作業時に怪我をした際の応急処置の方

法や、AED についても説明があり、会は終了した。

　午後からは、メンハナ公園でグラウンドゴルフを行い、

親睦を深めた。

　喜界町シルバー人材センターでは、好調な受注件数と

並行して、元気な新規会員を随時募集している。加入や

作業の依頼については、当センター（☎ 55-3663）へ。

※令和５年３月 31 日時点での会員は 117 名

　祝 卯辰会喜界島還暦同窓会

昭和 38 年生卯辰会（体岡徳章代表）が５月 28 日、

還暦同窓会を行い、島内の同窓生 36 名が参加し

た。参加者は災いが起こらないようお祓いや玉串奉
ほうてん

奠な

ど済ませた後、祝賀会を行った。

　祝賀会では、長田正浩さんのギター演奏に合わせて、

青春ソングなどを皆で歌ったり、東郷さやかさんによる

島唄や六調で会場は大いに盛り上がった。

　卯辰会は、10 月に全国各地から一堂に会した同窓会

の開催を予定している。
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町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ②
「国民年金保険料の免除申請」について

　収入の減少や失業等により国民年金保険料の納付が困

難なときは、申請により所得審査が行われ、保険料納付

が免除（全部または一部）や猶予になる「保険料免除･

納付猶予制度」があります。

● 令和５年度の免除等申請は７月３日から受付開始・継

続免除が却下の場合は７月末までに年金機構から通知

がありますので、新規申請が必要です。

・ 前年度の承認が、一部免除・失業や天災被害等の理由

による場合は、年度毎の申請が必要です。

・ 申請対象期間は７月～翌年６月まで。過去の期間は２

年１ヵ月を遡って申請できます。

・ 将来受け取る老齢基礎年金は、免除承認期間は減額さ

れ、猶予承認期間は受給額の計算には反映されません

（年金受給資格期間には反映される）。

・ 免除や猶予の承認期間は、10年以内であれば追納が

可能で、将来の受給年金を増額できます。

※ 20歳以上の学生には、学生納付特例制度がありま

す。学生証写し又は在学証明書原本が必要です。

※ 障害年金（２級以上）や生活保護受給の方は、法定免

除制度があります。

町民税務課からのおしらせ
「離島航空割引カードの新規発行・

　　　更新手続き」について

　以前よりお知らせしていますとおり、離島航空割引

カードの新規発行や更新の際は、「６ヵ月以内に撮影し

た写真」をご用意下さい。「６ヵ月以内に撮影した写真」

がなければ離島航空割引カードは発行できませんのでご

注意ください。ま

た、更新手続きは

有効期限終了日の

２ヵ月前から可能

です。

企画観光課からのおしらせ
「ウミガメ保護にご協力ください」

　本町の海岸では、5 月から 8 月にかけてウミガメの

上陸・産卵が確認されます。

　県では絶滅の危機にあるウミガメを守るため、「鹿児

島県ウミガメ保護条例」を制定し、県内全域の海岸で許

可なくウミガメを捕獲したり、卵を採取したりすること

を禁止しています。本町でもウミガメ保護監視員の方に

ご協力をいただき保護にあたっています。

　ウミガメは非常に警戒心が強いので、以下の点に注意

し、ウミガメの保護にご協力をお願いします。

注意事項

● 暗くなった海岸ではむやみに歩かない、騒がない、ラ

イトや火などをつけない。

● 上陸中・産卵中のウミガメに近づかない、触らない、

光をあてない。

●海岸にゴミを捨てない。

保健福祉課からのおしらせ①
「介護職員初任者研修の開催」について

　本町において「介護職員初任者研修」が名瀬徳洲会介

護センターの主催で開催されます。受講を希望される方

はお早めに喜界徳洲会病院へお問い合わせください。

介護職員初任者研修

募 集 期 間　７月１日～

開 催 期 間　７月 16 日～９月 10 日

募 集 定 員　15 名（先着順）　

受 講 料　一般 53,000 円・高校生 47,000 円

講 習 場 所　喜界徳洲会病院

問い合わせ先　喜界徳洲会病院総務課

　　　　　　　　☎ 0997-65-1100

※ 役場保健福祉課では、介護職員研修等の受講者に対し

て、受講料の一部を補助しております。詳しくは役場保

健福祉課（☎0997-65-3685）へお問い合わせください。

● マイナポータルから国民年金手続き（加入・免除申請

等）の電子申請ができるようになりました。詳しく

は、日本年金機構ホームページ「個人の方の電子申

請」で検索してご確認ください。

●問い合わせ

保健福祉課国民年金係　☎65－3685

奄美大島年金事務所　☎52－4341
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、
島
の
成
立
ち
を
学
び
ま
し
た
。
次
回
は
、

「
喜
界
島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」

第
一
回
：
喜
界
島
の
大
地
と
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
推
進
員
　

土
屋
純
子

公民館講座公民館講座

サ
ン
ゴ
を
学
び
、
海
へ
サ
ン
ゴ
を
実
際
に
見
に

行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
９
月
に
は
島
の
特
産
品

で
あ
る
ゴ
マ
の
収
穫
体
験
、
11
月
に
は
サ
ン
ゴ

の
石
垣
の
修
復
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
１
日
目
に
座
学
で
知
識
を
深
め
、
そ
の

翌
日
に
は
現
場
で
本
物
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
こ
の
講
座
の
様
子
は
、
広
報
き
か
い

で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
是
非
皆
さ

ん
と
一
緒
に
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
【
一
日
目
７
月
29
日
（
土
）
座
学
：

喜
界
島
の
海
と
サ
ン
ゴ
】【
二
日
目
７
月
30
日

（
日
）
体
験
：
サ
ン
ゴ
を
見
に
行
こ
う
！
】
で

す
。
二
日
目
の
午
前
は
泳
ぎ
の
苦
手
な
方
は
歩

き
で
、
午
後
は
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
ど
ち
ら
か

で
直
接
サ
ン
ゴ
を
見
に
行
き
ま
す
。
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喜界町地域おこし協力隊活動報告

令和５年度の活動ダイジェスト（４月～５月）
①サンゴ留学第１期生が入学し、喜界島サンゴ礁科学研究所での研究活動をスタート！

　４月からサンゴ留学第１期生が喜界島で暮らし、喜界高校に通っています。それぞれの
想いを胸に、かけがえのない高校生活をここ喜界島で送ってほしいと思っています。サン
ゴ留学生たちは、早速喜界島サンゴ礁科学研究所の研究員さんと一緒に研究活動を行って
います。活動頻度としては、毎週水曜日と土曜日の週２日です。内容は、水曜日は寮での
講義、土曜日は研究所での活動や外でのフィールドワーク等をやっています。５月末には、
今年初のスノーケル実習が行われたようです！
　サンゴ留学の様子や生徒の生活等を発信しているインスタグラムがあるので、「サンゴ
留学」でアカウントを検索してみてください。または、下記 QR コードを読み取ることで
サンゴ留学の様子を覗くことが出来ますので、ぜひご覧ください！

②次年度のサンゴ留学生募集に向けて動き出しています！

　次年度のサンゴ留学生募集に向けて、６月から８月の期間で月に１回オンライン説明会を開催し
ていきます。オンライン説明会にも２種類あり、「サンゴ留学単独の説明会」と地域外から生徒を
募集している「他校との合同説明会」も行います。また、８月９月には喜界島現地でのオープンスクー
ルも開催していく予定です。昨年度、サンゴ留学に興味をもって実際に喜界島にお越し頂いた方は、
12 組にもなります。今年度もまずはオンライン説明会で沢山の方々にこの喜界島とサンゴ留学を
知ってもらい、実際に喜界島に来
て頂けるように、全力で PR を行っ
ていきたいと思います！
　初回の説明会は、６/10（土）、
６/11（日）に開催しました。右の
QR コードからどんな説明会があ
るのかチェックすることが出来る
ので、ぜひご覧ください。応援よ
ろしくお願いいたします !!

隊員名：市川　萌笑（いちかわ　もえ）
勤務地：喜界町役場企画観光課
業　務： サンゴ留学の PR、サンゴ留学生のサポート、高校・サンゴ研との連携
出身地：神奈川県相模原市

（喜界島で暮らす前は島根県隠岐諸島の海士町に３年間暮らしていました）
最近ハマっている事：島１周ドライブ

サンゴ留学説明会情報↑

← 昨年度のオープン
　スクールの様子
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～幹部海上保安官を養成～～
初任科新設（大卒程度対象）

～プロフェッショナルを養成～
受験可能年齢を拡大（高卒後12年未満）

１．海上保安学校学生採用試験（2024 年４月採用）１．海上保安学校学生採用試験（2024 年４月採用）
（１）受付期間

　　　７月 18 日（火）～７月 27 日（木）　※インターネット受付

　（２）試験日　

　　　・第１次試験日：９月 24 日（日）

　　　・第２次試験日：10 月 17 日（火）～ 10 月 26 日（木）

　　　・最終合格発表日：11 月 21 日（火）（航空課程を除く）

　　　・第３次試験日：12 月 2 日（土）～ 12 月 12 日（火）（航空課程のみ）

　　　・最終合格発表日：令和６年１月 18 日（木）（航空課程のみ）

　（３）受験資格

　　　ア 　2023 年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日

から起算して 12 年を経過していない者及び 2024 年３月までに高等学校又

は中等教育学校を卒業する見込みの者

　　　イ　人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

２．海上保安大学校学生採用試験（2024 年４月入学）２．海上保安大学校学生採用試験（2024 年４月入学）
　（１）受付期間

　　　８月 24 日（木）～９月４日（月）　※インターネット受付

　（２）試験日

　　　・第１次試験日：10 月 28 日（土）、10 月 29 日（日）

　　　・第２次試験日：12 月 15 日（金）

　　　・最終合格発表日：令和６年１月 18 日（木）

　（３）受験資格

　　　ア 　2023 年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日

から起算して２年を経過していない者及び 2024 年３月までに高等学校又は

中等教育学校を卒業する見込みの者

　　　イ　人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

※ 　試験の詳細は、第十管区海上保安本部総務部人事課（☎ 099-250-9800）

にお問い合わせいただくか、人事院 HP「国家公務員試験採用情報 NAVI」をご

覧ください。
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緊急情報メール配信サービス
気象情報や緊急情報を配信します
登録はこちらから↓

　奄美海上保安部・古仁屋海上保安署では、本格的な台風時期を迎えるにあたり、「台風海

難防止強調運動」を実施します。

【スローガン】「来るぞ台風！備えはよいか！」

【実 施 期 間】６月 21 日（水）～同 30 日（金）

台風による海難の未然防止を図るため、台風情報の早期把握。船舶所有者にあっては

　①大型船は安全な海域へ早期避難

　②小型船舶は陸揚げ・固縛

　③港内避泊の場合は係留強化

　これらを心掛け、早めの備えをお願いします。

作業中もライフジャケットの着用をお願いします。

海上保安庁緊急情報メール配信サービスも活用願います。

２．台風海難防止強調運動（６月21日～30日）

　奄美海上保安部、奄美警察署、瀬戸内警察署及び、大島地区消防組合の４機関は、平成

28 年７月に締結した「水難事故における救助に関する覚書」に、事故の未然防止のための

啓発に係る協力を追加改正し、調印式を行いました。

　本改正は、現状では水難事故に目立った増加傾向は見られませんが、令和３年７月に奄美

大島及び徳之島がユネスコの世界自然遺産に指定され、かつ、新型コロナウイルス感染症の

感染防止のための各種規制の緩和等に伴い、今後、奄美群島以外からの観光客などによる水

難事故の増加が懸念されることから、水難救助や訓練での各機関の連携に加え、より一層の

連携・協力と情報共有を図り、効果的に水難事故を未然に防ぐことを目的としています。

　なお、当日は覚書をもとに合同海浜パトロールを行い、地元住民及び観光客に対し水難事

故防止を呼びかけました。

１．「水難事故における救助に関する覚書」改正調印式（４月28日）
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　奄美群島では、経済・社会及び島民生活のために海上輸送活動が極めて重要です。一方、
周辺海域では漁業活動のほか各種マリンレジャーも盛んに行われ、特に今季はアフターコロ
ナによる人々の活動の活発化等により事故増加が懸念されます。ひとたび海の事故が発生す
れば、島民生活に直接影響する可能性が高く、海運・漁業・レジャー等の海事関係者だけで
はなく、住民の皆様一人一人が海の事故防止について考え、声をかけ合っていただきたいと
願っています。
　このことから、「海難ゼロへの願い」をスローガンに、７月 16 日から 31 日まで「海の
事故ゼロキャンペーン」を実施します。
○ 船舶を操船される方は、発航前点検や気象海象の確認を徹底し、無理な運航をしないよう

にして下さい。
○ 遊泳等で海に行かれる方は、離岸流や天候等に注意し、体調管理を怠らないようお願いし

ます。
○ ライフジャケットの着用、連絡手段の確保、海上保安庁緊急電話 118 番の活用（自己救

命策の確保）をお願いします。

　　　　　　【お問い合わせ先】奄美群島地区海難防止活動推進連絡会議
（事務局：奄美海上保安部）0997‐53‐5569

３．海の事故ゼロキャンペーン」について
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　NPO 法人めばえ（増田好明代表。以下「めばえ」という。）と、鹿児島県立大島特別支援学

校喜界支援教室の生徒たちが合同で栽培した「無農薬・無化学肥料の島らっきょう」がこの度、

収穫時期を迎えた。今回は生徒達の「作業学習の一環」として喜界支援教室とめばえがタイアッ

プし、植え付けから栽培管理、収穫作業まで生徒主体で取り組んだ。

　実習当初は、何をして良いのか分からず動けなかった生徒たちであったが、実習後半には農

業機械を使いこなすレベルにまで成長する生徒もいた。「来年は草払機を使えるようになりた

い！」など農業に対して前向きな感想も聞くことができた価値ある実習になった。

　現在めばえは、“農業と福祉を融合した”農福連携の活動に力

を入れており、“障がいのある人たちが、「農業」を通して、外

に出る喜びや自然に触れる楽しさを感じ、島の中で働くことが

できる“就労支援事業所”の設立を目指し活動している。

　代表の増田氏は「今の島には、障がいがある人が働ける環境

が少ない。働きたいという理由で、親元を離れ島外に出た人も

環境に馴染めず苦労している話も聞く。生まれた島で過ごし、

働きたい！という人たちと一緒に農業を通じて、喜界島に合った農福連携を推進したい。また、

今年は植え付け規模を拡大して、生徒たちと島らっきょうの加工品作りにも取り組みたい。町

民の皆様には、まずは無農薬・無化学肥料で栽培した島らっきょうの美味しさを感じて欲しい。

６月 25 日（日）には島らっきょうを活用した郷土料理体験教室も計画しているので、参加希望

者はぜひ申込みを。」と話した。現在めばえ HP・Ａコープ・ドラッグストアホーユーにて購入

可能。また、ふるさと納税の返礼品でも取り扱いを開始している。

・島らっきょうの取り扱いや、レシピなどを紹介した

　YouTube 動画はこちら↓　　めばえＨＰはこちら↓

農業振興課からのお知らせ農業振興課からのお知らせ
～農福連携に向けて～～農福連携に向けて～
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第２保育園運動会 （５/20）第２２保育育園運運動会会 （（５/220）

14



第１保育園運動会 （５/27）第１保育育園運運動会会 （（５/227）
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喜
界
町
内
の
小
学
校
で
は
毎
年
、

総
合
的
な
学
習
で
５
年
生
が
サ
ン
ゴ

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

も
５
月
１
日
に
喜
界
小
学
校
、
５
月

18
日
に
早
町
小
学
校
で
第
１
回
目
の

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
興

味
津
々
に
お
話
を
聞
い
て
く
れ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
サ
ン
ゴ
の
学
習
を
深

め
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
毎
年
５
年
生
に
は
サ
ン
ゴ

の
骨
格
標
本
を
見
て
・
触
れ
て
も
ら

い
な
が
ら
、「
サ
ン
ゴ
は
何
者
な
の

か
？
」
と
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ス
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
海
に
い

る
」「
硬
い
」「
動
か
な
い
」「
光
合

成
す
る
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
で
て

き
ま
す
。

　

実
は
サ
ン
ゴ
は
生
き
物
で
、
生
物

的
に
は
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
ク
ラ
ゲ

の
仲
間
の
刺
胞
動
物
、
石
の
骨
（
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
を
つ
く
る
、
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
藻
類
が
光
合
成
を

す
る
（
共
生
）
な
ど
様
々
な
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
サ
ン
ゴ
礁

は
島
に
な
り
、
島
の
人
々
の
暮
ら
し

の
中
に
サ
ン
ゴ
の
石
垣
（
サ
ン
ゴ
の

化
石
が
積
ま
れ
て
い
る
！
）
と
意
外

と
身
近
な
存
在
な
の
で
す
。

　

身
近
だ
け
れ
ど
も
、
ま
だ
ま
だ
不

思
議
が
た
く
さ
ん
の
サ
ン
ゴ
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
授
業

を
し
て
い
ま
す
。（
駒
越
）

喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　科学研究所　　　科学研究所

サンゴ通信
№６１№６１

小
学
校
で
の
サ
ン
ゴ
教
育

小
学
校
で
の
サ
ン
ゴ
教
育

東
京
で
サ
ン
ゴ
塾

東
京
で
サ
ン
ゴ
塾

　
　

レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
！

　
　

レ
ク
チ
ャ
ー
開
催
！

　

５
月
の
サ
ン
ゴ
塾
は
、
東
京
で
レ

ク
チ
ャ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
今
回
も
多
く
の
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
地
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

た
東
京
大
学
の
伊
藤
広
起
さ
ん
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
ま
す
！

（
伊
藤
）
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究

所
・
サ
ン
ゴ
塾
５
月
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で

は
東
京
都
千
代
田
区
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
社
を
お
借
り
し

て
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科

学
研
究
科
の
安
田
仁
奈
先
生
に
よ
る

「
気
候
変
動
と
サ
ン
ゴ
の
移
動
」
と
題

し
た
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場

に
は
サ
ン
ゴ
塾
生
や
そ
の
家
族
の
ほ

か
、
サ
ン
ゴ
礁
に
興
味
を
持
つ
、
多
様

な
年
代
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
気
候
変
動
に

お
け
る
サ
ン
ゴ
の
移
動
の
実
態
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
１
９
９
０
年

代
に
は
、
海
藻
が
茂
っ
て
い
た
磯
場
が

現
在
で
は
サ
ン
ゴ
の
海
に
変
わ
っ
て
い

る
様
子
は
衝
撃
的
で
、
会
場
か
ら
大

き
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
亜
熱
帯
の
サ
ン
ゴ
が
本
土
に
到
達

す
る
際
の
障
害
と
な
る
「
黒
潮
バ
リ

ア
」
や
、
北
に
移
動
す
る
サ
ン
ゴ
の
種

類
が
結
果
と
し
て
少
な
く
な
る
こ
と

も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
安
田
先
生
の
レ

ク
チ
ャ
ー
は
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、

参
加
者
か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
田
先
生
の
講
演

後
、
喜
界
島
で
の
サ
ン
ゴ
礁
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
プ
の
説
明
会
と
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
社
の
オ
フ
ィ

ス
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
が

終
了
し
ま
し
た
。
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了

後
も
安
田
先
生
へ
の
質
問
が
絶
え
ず
、

大
都
会
東
京
で
の
意
外
（
？
）
な
サ

ン
ゴ
へ
の
関
心
が
垣
間
見
ら
れ
た
１
日

に
な
り
ま
し
た
。

６
月
の
活
動

　

・
お
さ
か
な
小
学
校
（
6
月
3
日
）

　

・
お
さ
か
な
小
学
校
（
6
月
10
日
）

　

・
サ
ン
ゴ
塾
レ
ク
チ
ャ
ー

　
　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
6
月
17
日
）

　

・
サ
ン
ゴ
塾
研
究
コ
ー
ス
（
毎
週
）

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
生
募
集
中
！

　

奄
美
群
島
の
小
中
学
生
は
受

講
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

６
月
は

「食
育
月
間
」
で
す

６
月
は

「食
育
月
間
」
で
す

熊谷　真
ま す み

澄ちゃん

作井　陽
は る と

人くん山下　霞
かすみ

ちゃん松本　蒼
あ お と

雄音くん生村　和
か ず は

葉ちゃん富田　啓
けいしょう

翔くん

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
が
な
か
っ
た

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
が
な
か
っ
た

お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

朝
ご
飯
で
毎
朝
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！

朝
ご
飯
で
毎
朝
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！

　

「
喜
界
町
地
産
地
消
・
食
育

推
進
計
画

第
4
次
」
は
、
喜

界
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧

可
能
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
小
学

生
14
％
、中
学
生
17
％
、保
護
者
20
％
、

一
般
19
％
と
広
い
年
代
で
、「
朝
ご
飯

を
欠
食
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
飯
な
ど
の
主
食

は
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド

ウ
糖
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
や
バ
ナ
ナ
な
ど
、
準
備
が
簡
単

な
食
事
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

朝
ご
飯
を
し
っ
か
り
と
食
べ
、
脳

と
か
ら
だ
を
目
覚
め
さ
せ
て
、
一
日
を

元
気
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

肝
臓
は

「沈
黙
の
臓
器
」

肝
臓
は

「沈
黙
の
臓
器
」

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
肝
炎
は
肝
臓
が
炎
症
を
起

こ
し
、
肝
細
胞
が
壊
れ
て
働
き
が
悪

く
な
る
病
気
で
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
い
て
も
症
状
が
出
な
い
こ

と
か
ら
、
多
く
の
人
が
感
染
し
て
い

て
も
気
づ
き
ま
せ
ん
。
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
気
付
か
な
い
ま
ま
放
置

す
る
と
、
知
ら
な
い
間
に
病
気
が
進

展
し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
に
悪

化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

　

鹿
児
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
方
を
対
象
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無

料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内

各
保
健
所
、
一
部
の
医
療
機
関
に
お

い
て
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
実
施
医
療
機
関
等
の
詳
細
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
検
査
は
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
検
査
を
受
け
る
機

関
へ
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

県
庁　

健
康
増
進
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
２
４

喜
界
町
で
も
、
厚
生
連
健
診
、
医

師
会
健
診
に
お
い
て
、
40
才
以
上
で

こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
６
月
を
「
食
育

月
間
」、
毎
月
19
日
を

「
食
育
の
日
」、
県
で
は

毎
月
第
３
土
曜
日
を
「
か
ご
し
ま
活

き
生
き
食
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
食
育
」
と
は
、
様
々
な
経
験
を

通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
正
し
い
知

識
・「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
を
育
む
も
の
で
す
。「
食

べ
る
」
こ
と
は
生
涯
続
き
ま
す
。
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
「
食
べ
る
力
」
＝
「
生
き
る
力
」

を
養
い
続
け
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

の
で
す
。

　

「
喜
界
町
地
産
地
消
・
食

育
推
進
計
画
第
４
次
」
の

玉利　環
か ん な

奈ちゃん 安永　智
と も き

喜くん益田　心
と あ

愛ちゃん奥田　彩
さ や か

楓ちゃん
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令
和
５
年
度
「
や
る
気
塾
」
を

令
和
５
年
度
「
や
る
気
塾
」
を

　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
、
令
和
５
年
度
「
や
る
気
塾
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
小
学
生
29
名
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
家
庭
学

習
の
サ
ポ
ー
ト
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
同
学

年
・
異
学
年
相
互
の
学
び
合
い
や
発
展
的
な

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、
特
に
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
後
、
ト
ピ
ッ
ク
的
な
国
語
の
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
導
入
で
は
「『
口
』
に

２
画
を
加
え
て

漢
字
を
つ
く
ろ

う
。」
と
い
う

課
題
を
提
示
し

ま
し
た
。
当
初
、

多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
「
２
～

３
個
く
ら
い
か

な
。」
の
よ
う
な

反
応
で
し
た
。

し
か
し
、
個
人
で
じ
っ
く
り
考
え
た
り
グ

ル
ー
プ
の
友
達
と
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
次
々
に
漢
字
を
思
い
つ
い
て
い
き
ま
し

た
。
全
員
で
確
認
す
る
と
、
最
終
的
に
は
18

個
の
漢
字
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

四
・
叶
・
目
・
白
・
古
・
田
・
石
・
右
・
台

占
・
由
・
兄
・
申
・
甲
・
加
・
旧
・
只
・
皿

　

授
業
後
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

【
感
想
】

・
み
ん
な
で
探
す
と
18
個
も
見
つ
け
ら
れ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

・
初
め
て
話
す
人
と
も
仲
よ
く
協
力
で
き
た

の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

授
業
が
終
わ
る
と
、「
他
に
も
見
つ
け
ま

し
た
。」
と
言
い
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
「
可
」

や
「
史
」
と
書
い
て
笑
顔
で
交
流
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま

し
た
。
知
的

好
奇
心
を
く

す
ぐ
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち

は
、
し
ば
ら

く
身
の
回
り

の
漢
字
に
興

味
を
も
っ
て

過
ご
す
か
も

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に

　
　

ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
！

　
　

ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
！

　

現
在
、
展
示
室
内
に
ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ

に
関
す
る
ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ

ソ
ウ
の
生
態
や
関
連
文
献
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
玄
関
に
も

ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
や
喜
界
島
の
魚
・
鳥
の

ミ
ニ
ク
イ
ズ
や
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
来
館
の
際
は
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
回
６
月
17
日
（
土
）
の
「
や
る
気
塾
」
は
、

対
象
を
中
学
生
・
高
校
生
に
広
げ
て
参
加
者

の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う
な
活
動
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。
年
度
途
中
の
参
加
で
も

大
歓
迎
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
観
察
記
録
報
告
書
」

「
ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
観
察
記
録
報
告
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　

が
完
成
し
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　

が
完
成
し
ま
し
た
！

　

令
和
５
年
３
月
に
「
町
指
定
天
然
記
念
物

ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
観
察
記
録
報
告
書
」
を

刊
行
し
ま
し
た
。

　

ヒ
メ
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
は
喜
界
島
に
の
み
に

自
生
す
る
固
有
種
で
、
町
指
定
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
の

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、採
取
等
は
禁
止
さ
れ
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
種
に
関
す
る
調
査
報
告
や
研

究
論
文
は
少
な
く
、
保
護
活
動
に
必
要
な
生

態
や
生
息
環
境
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
解

明
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で

す
。

　

今
回
作
成

し
た
報
告
書

は
、
教
育
委

員
会
職
員
が

平
成
31
年
度

か
ら
約
３
年

間
観
察
し
た
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
成

長
サ
イ
ク
ル
や
周
辺
環
境
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
今
後
の
保
護
活
動
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
、「
令
和
４
年
度
ふ

る
さ
と
納
税
活
用
事
業
」
を
活
用
し
て
作
成

し
、
閲
覧
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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令和４年度 国民健康保険特定健康診査の集落表彰令和４年度 国民健康保険特定健康診査の集落表彰

　町民の健康増進、疾病予防、医療費抑制のため、喜界町では特定健康診査（以下 ｢ 特定　町民の健康増進、疾病予防、医療費抑制のため、喜界町では特定健康診査（以下 ｢ 特定

健診 ｣ という。）に力を入れています。健診 ｣ という。）に力を入れています。

　次のとおり、特定健診の受診率が一定の割合を超えた集落に対し、報奨金を授与しました。　次のとおり、特定健診の受診率が一定の割合を超えた集落に対し、報奨金を授与しました。

行政区
長寿受診者を
含む対象者数

長寿受診者を
含む受診者数

長寿受診者を
含む受診率

報奨金
（円）

行政区
長寿受診者を
含む対象者数

長寿受診者を
含む受診者数

長寿受診者を
含む受診率

報奨金
（円）

湾 285 127 45% 60,000 大朝戸 20 11 55% 20,000

赤　連 237 98 41% 20,000 坂　嶺 44 25 57% 30,000

中　里 154 70 45% 60,000 伊　砂 11 10 91% 30,000

荒　木 154 69 45% 60,000 前金久 35 22 63% 40,000

上　西 48 25 52% 20,000 神　宮 99 57 58% 45,000

上　中 29 19 66% 30,000 志　東 93 44 47% 18,000

上　東 30 18 60% 40,000 志　南 93 48 52% 30,000

川　嶺 43 23 53% 20,000 佐手久 57 28 49% 18,000

城　久 31 15 48% 12,000 早　町 33 17 52% 20,000

島　中 22 19 86% 30,000 阿　伝 21 14 67% 30,000

中　間 16 10 63% 30,000 蒲　生 11 7 64% 30,000

先　内 16 10 63% 30,000

　令和５年度は厚生連健診（８/ ７～ 12）、医師会健診（10/19 ～ 21）を行う予定です。令和５年度は厚生連健診（８/ ７～ 12）、医師会健診（10/19 ～ 21）を行う予定です。

　厚生連健診、医師会健診を受診できなかった方は、喜界徳州会病院で予約をして特定健診　厚生連健診、医師会健診を受診できなかった方は、喜界徳州会病院で予約をして特定健診

を受診することもできます。を受診することもできます。

問い合わせ先：保健福祉課国民健康保険担当　☎６５－３６８５（直通）問い合わせ先：保健福祉課国民健康保険担当　☎６５－３６８５（直通）

ご自宅の防災行政無線機器は正常に聞こえていますか？

「放送を受信できない」または「聞き取りづらい」場合、

まずは本体右側の「電源」を入れなおしましょう。

防災行政無線の内容はメールでも無料で送信しております！

お持ちのスマートフォン等でQRコードを読み込んで、メールアドレスをご登録ください。
※メール受信に必要な通信料は別途かかる場合があります。

　　　　防災行政無線に関することは役場総務課までご連絡ください。
　　　　喜界町役場　総務課　☎ 0997-65-1111
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マリンスポーツを通して海難事故防止について学びませんか？マリンスポーツを通して海難事故防止について学びませんか？

　サウスビーツの種田と申します。観光で来られた方

を中心にマリンアクティビティツアーの事業を行なっ

ております。この度、種田、木村、冨、３人の SUP

インストラクターで B&G サウスビーツクラブを設立

しました。

　B&G サウスビーツクラブとは、子ども達を対象に

SUP やカヌーでの海遊びをしながら、海での事故防

止や島の環境を楽しむためのクラブ活動です。しっか

り経験を積んで一緒に外洋を漕ぎましょう！

内容内容

　・通年／月２回のクラブ活動

　・SUP、カヤック、ビーチクリーン

　・受付場所：ウルコーヒー

　・ 保険料が発生します。詳細は問い合わせ下

さい

　・事務所専用電話【13 時〜 18 時】

　　☎ 080 ー 8371 ー 8848

　　※島在住の大人のクラブ活動もあります。

　ある日、子どもに「SUP は観光客が乗るものだよ！」と

言われたことがあります。言わせてしまった環境に気づき

心がはっとしました。サッカーや野球があるようにマリンス

ポーツも選択肢としての１つ、という環境をこれから育てて

いきたいと思っています。

　18 歳で島から巣立ってゆく子ども達へ。今ある当たり前

の環境が当たり前じゃ無くなる前にたくさん遊びましょう。

southbeats　　　　　　　　　　　← southbeats

代表　種田宗一郎　　　　　　　　　　公式 LINE

　 　　

　 　

アリモドキゾウムシ根絶のために
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堀
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康
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藤
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ま
ど
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貢
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小
阪  

謙
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村
本  

好
宏

渡
辺  

太
郎

前
川  

泰
孝

鼎  

康
行

小
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孝
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藤
原  

斉
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陽
子

奥
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泰
之

池
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祐
一

福
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徳
岡  

健
治

福
岡
県
久
留
米
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神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
新
宿
区

和
歌
山
県
和
歌
山
市

兵
庫
県
朝
来
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神
奈
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静
岡
県
静
岡
市

埼
玉
県
狭
山
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静
岡
県
浜
松
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岐
阜
県
大
垣
市

秋
田
県
秋
田
市

静
岡
県
静
岡
市

兵
庫
県
養
父
市

東
京
都
練
馬
区

大
阪
府
枚
方
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
調
布
市

奈
良
県
奈
良
市

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

放送大学に入学しませんか
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業し

たい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。

　ただいま 2023 年 10 月入学生を募集しています。詳しい資料を送付致しますので、お気軽

にお問い合わせください。

○募集学生の種類

- 教養学部 -

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

- 大学院 -

修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間

　2023 年６月 10 日～８月 31 日、

　2023 年９月　1 日～９月 12 日

　（インターネット出願も受け付けております）

○資料請求（無料）・お問い合わせ先

　〒 892-8790　放送大学鹿児島学習センター

　鹿児島市山下町 14 － 50

　　（かごしま県民交流センター西棟４階）

　電話 099-239-3811　FAX 099-239-3841

　放送大学ホームページ　https://www.ouj.ac.jp

鍔
田  

晃
好

武
下  

正
尚

羽
鳥  

祐
子

本
島  

一

小
松  

貴
之

富
川  

忠
彦

大
谷  

伸

山
本  
容
子

向
江  

勝
巳

吉
川  

大
貴

長
谷
川  

稔

林
下  

浩
士

山
口  

裕
史

吉
田  

雅
彦

岐
阜
県
羽
島
市

香
川
県
丸
亀
市

群
馬
県
前
橋
市

大
阪
府
池
田
市

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
高
槻
市

埼
玉
県
川
口
市

高
知
県
南
国
市

千
葉
県
山
武
市

奈
良
県
橿
原
市

兵
庫
県
神
戸
市

大
阪
府
岸
和
田
市

熊
本
県
熊
本
市

大
阪
府
寝
屋
川
市

氏　

名　
　
　
　
　
　

住
所

ふるさと納税ふるさと納税
（敬称略）

R5.4.16 ～ 5.15 申込分

・寄 付 者 合 計：722 名

・広報掲載希望： 53 名

期間内合計： 7,363,500 円

今年度合計：12,572,000 円
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氏　

名　
　
　

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

光
井
　

世
代
美

竹
下
　

美
代
子

説
　

常
博

髙
野
　

文
雄

三
幸
　

徳
也

晶
貴
　

ふ
さ
子

上
園
　

英
幸

壽
　

隆
治

岳
元
　

令
子

泉
　

一
男

平
松
　

寿
美
子

小
野
津

志
戸
桶

上
嘉
鉄

白
水

中
里

阿
伝

埼
玉
県

浦
原

伊
実
久

赤
連

羽
里

喜界町の住民基本台帳人口
（令和５年 6 月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,674 戸（▲ 3）

人 口  ・・・・ 6,457 人（▲ 9）

男   ・・・・ 3,183 人（▲1）

女   ・・・・ 3,274 人（▲ 8）

（　）は前月比、▲はマイナス

納付をお忘れなく！（６月）

【税】町県民税・国民健康保険税・

介護保険料　 　 ６/30（金）まで

【使用料】６月分上下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料

６/30（金）まで

口座振替をされている方は残高の確認を
お忘れなく！納入はお早めに ! !

<

萌
葉
会>

生
き
て
ま
す
力
の
限
り
車
椅
子
に　

日
に
何
万
歩
終
わ
る
事
な
し

長
寿
会
元
気
漲み

な
ぎり

生
き
生
き
と　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
士
気
を
高
め
む

キ
ビ
刈
り
後
見
渡
す
限
り
若
葉
萌
え　

島
の
春
先
爽
や
か
な
風

梅
雨
空
に
友
に
貰
い
し
紫あ

じ

さ

い

陽
花
の　

そ
の
名
は
楽
し
「
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
」

珊
瑚
礁
の
景
観
に
添
い
し
ラ
ン
ナ
ー
へ　

声
援
の
波
は
潮し

お
か香

を
ま
と
う

重
ね
ゆ
く
年
の
支
え
に
メ
ン
タ
ル
の　

香
山
講
師
の
言
の
葉
聞
き
た
し

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

も
、
島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
）
を

さ
れ
た
方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
民
税
務
課
戸
籍

担
当
（
☎
65
ー
３
６
８
７
）
へ

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

光
井
　

徹
典

髙
野
　

か
め
子

三
幸
　

豊
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晶
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輝
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壽
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田
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沼
　

真
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一
元

嶺
山
　

マ
サ
子

（
67
才
・
小
野
津
）

（
95
才
・
白
水
）

（
89
才
・
佐
手
久
）

（
88
才
・
阿
伝
）

（
94
才
・
浦
原
）

（
85
才
・
中
里
）

（
97
才
・
伊
実
久
）

（
93
才
・
羽
里
）

（
57
才
・
志
戸
桶
）

（
90
才
・
湾
）

（
89
才
・
湾
）

西
岡
　

咲さ

な那
（
常
和
・
上
嘉
鉄
）

氏　

名    　

（
保
護
者
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

氏　

名　
   

（
年
齢
・
住
所
）

竹
下
　

廣
二

吉
内
　

イ
シ

（
74
才
・
志
戸
桶
）

（
101
才
・
小
野
津
）

氏　

名　
　
　

住
所

米
盛
　

幸
汰
（
早
町
）

昼
馬
　

佐
紀
（
赤
連
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
.６

Ｖ
ｏｌ．６

７
２

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

　

５
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
中

学
３
年
生
が
職
場
体
験
学
習
と
い
う
こ

と
で
、
企
画
観
光
課
に
も
１
人
来
ま
し

た
。
そ
の
期
間
に
あ
っ
た
で
き
ご
と
も

今
月
号
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
記
事
に
載
せ
て
い
る
写
真
は
一
部
、
そ

の
中
学
生
が
撮
っ
た
も
の
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

(^ ^)

　

カ
レ
ン
ダ
ー
上
段
に
使
っ
て
い
る
写
真

も
、
そ
の
中
学
生
が
撮
っ
た
も
の
で
す
。

　

普
段
と
違
う
環
境
に
緊
張
し
た
人
も

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
変
な
中
に

も
〝
こ
う
い
う
の
面
白
い
か
も
〝
と
思
う

よ
う
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
の
か
な
ぁ
な
ん
て
思
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
に
入
っ
た
の
で
天
気
が
不
安
定
で

す
が
、
保
育
園
の
運
動
会
は
２
日
と
も
雨

が
降
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

来
場
が
あ
る
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
み
ん
な
す
ご
く
楽
し
そ
う

で
し
た
。
さ
ら
に
ク
ル
ー
ズ
船
の
と
き
も
、

の
ぞ
み
幼
稚
園
園
児
が
「
あ
、
カ
メ
ラ
マ

ン
だ
」
と
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
少
し
の
間

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
そ
ん
な
子
ど
も
の
笑
顔
あ

ふ
る
る
写
真
を
た
く
さ
ん
載
せ
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

編　

集　

後　

記

くらしのカレンダーくらしのカレンダー すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

（令和５年 7 月 1 日～ 7 月 31 日迄）

７月１日～８月 31 日は「郷土（ふるさと）に学び・育む青少年運動」の夏の運動期間です。
青少年の豊かな感性のかん養、国際的感覚やふるさとを愛する心の醸成を目的とするものです。

日 月 火 水 木 金 土
1

●七夕おはなし会
【14:00】

2 3 4 5 6 7 8

●休館日
●両親学級
　【すこ】

●内科診療
　（5 日まで）
　【診療 8:30】

●整理休館日 ●おはなし会
【14:00】

9 10 11 12 13 14 15

●内科診療
　（12 日まで）
　【診療 8:30】

●休館日 ● 2 歳・2 歳半
　歯科健診
【役場 13:15】

●おはなし会
【14:00】

16 17 18 19 20 21 22

●休館日 ●おはなし会
【14:00】

23 24 25 26 27 28 29

●内科診療
　（26 日まで）
　【診療 8:30】

●休館日
●母子相談
　【子育 11:00】

●  3カ月・7カ月
児健診、1 歳
歯科相談

　【すこ 13:00】

●おはなし会
【14:00】

30 31
●休館日

24


